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Ⅰ．セ ン タ ー と し て の 活 動 
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地震予知研究観測施設及び観測項目

StNo
観測点
名

観測点
コード

緯度
°’”

経度
°’”

地震計
の標高

観測開
始年月

所在地 地震計
の種類

設置形
態地殻

データ
変換装

通信装
置機種

1
上杵臼
浦河地
震観測

KMU 421428 1425748 185 1967 06
1976 07

浦河郡
浦河町

PK-110 横抗 白山LT-
8500

NTT
SOHO12
8

2

えりも
えりも地
殻変動
観測所

ERM 420103 1430912 40 1971 06
1976 07

幌泉郡
えりも

PK-110
STS-1

横抗
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12
8

3
簾舞
札幌地
震観測

HSS 425802 1411344 215 1973 04
1976 07

札幌市
南区

PK-110 立坑
24m

白山LS-
7000

NTT
SOHO12
8

4
御園 MSN 422556 1422905 130 1976 07 静内郡

静内町
L4C-3d 地上 白山LS-

7000
NTT
SOHO12

5
恵山 ESH 415312 1410027 40 1976 07 南茅部

郡同町
PK-110 横抗 白山LT-

8500
モトロー
ラ6207

6
日高 HIC 425334 1422717 210 1976 07 沙流郡

日高町
1.0 Hz BH 100m 白山LT-

8500
モトロー
ラ6207

7
茂寄 MYR 421739 1431647 80 1976 07 広尾郡

広尾町
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

NTT
SOHO12

8
岩内仙
峡

IWN 424023 1430232 235 1976 07 帯広市
岩内町

1.0 Hz BH 100m 白山LT-
8500

NTT
SOHO12

9
厚岸 AKK 430110 1445017 80 1976 07 厚岸郡

厚岸町
L4C-3d 地上

BH350m
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12
8

10
弟子屈 TES 432909 1442355 220 1983 05 川上郡

弟子屈
PK-110
STS-1

横抗
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12

11
今金 IMG 422334 1400825 80 1983 05 瀬棚郡

今金町
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

NTT
SOHO12

12
上ノ国 KKJ 414648 1401019 30 1983 05 檜山郡

上ノ国
PK-110
STS-1

横抗
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12

13
根室 NMR 432303 1454418 20 1984 03 根室市

豊里
PK-110
STS-1

横抗
BH350m
歪･傾斜

白山LT-
8500

モトロー
ラ6207

14
三石 MUJ 421708 1423455 35 1984 03 三石郡

三石町
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

衛星

15
浦幌 URH 425543 1434012 100 1984 06 浦幌郡

浦幌町
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

NTT
SOHO12

16
苫前 TOI 441328 1414010 35 1985 03 苫前郡

苫前町
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

衛星

17
愛別 AIB 435335 1423831 265 1985 03 川上郡

愛別町
PK-110
STS-1

横抗
歪･傾斜

白山LT-
8500

RT57i

18
訓子府 KNP 434546 1434230 180 1985 03 常呂郡

訓子府
PK-110 横抗

歪･傾斜
白山LT-
8500

衛星

19
積丹 SYK 432221 1402854 125 1985 07 積丹郡

積丹町
L4C-3d 地上

BH500m
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12
8

20
赤岩 AKA 431357 1405854 370 1985 07 小樽市

赤岩
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
モトロー
ラ6207

21
浜益 HAM 433655 1412249 -2 1985 09 浜益郡

浜益村
2.0 Hz BH 100m 白山LT-

8500
衛星

22
奥尻 OKS 420458 1392842 -15 1989 03 奥尻郡

奥尻町
1.0 Hz BH 100m

500m
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12
8

23
奥尻神
威脇

KIW 420960 1392457 40 1993 07 奥尻郡
奥尻町

L4C-3d 地上 白山LT-
8500

Multi
MT2834

24
渡島大
島

MOS 413035 1392258 50 1993 07 松前郡
松前町

L4C-3d 地上 白山LS-
7000

白山無
線

25
天塩中
川

TNK 444641 1420448 60 1994 04 中川郡
中川町

PK-110 横抗
歪･傾斜

白山LT-
8500

NTT
SOHO12

26
礼文島 RBN 452727 1405810 28 1994 08 礼文郡

礼文町
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

27
羅臼 RUS 440624 1451437 70 1994 10 羅臼町 L4C-3d 地上 白山LS-

7000
NTT
SOHO12

28
幌加 HRK 432808 1430729 695 1994 10 河東郡

幌加温
PK-110 地上 白山LT-

8500
Multi
MT2834

29
天売島 TUR 442458 1411852 20 1995 05 苫前郡

羽幌町
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

30
新十津
川

STD 433457 1414334 124 1995 05 新十津
川

L4C-3d 地上 白山LS-
7000

NTT
SOHO12

31
奥尻珠
浦

OKT 421130 1393020 223 1995 09 奥尻郡
奥尻町

2.0 Hz 地上 明星
GTA-34

明星無
線

32
赤神 GAM 412856 1400142 10 1995 11 松前郡

松前町
2.0 Hz 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

2



33
屈斜路 KUT 433237 1442017 198 1995 12 川上郡

弟子屈
2.0 Hz 地上

BH100m
体積歪

白山LS-
7000

NTT
SOHO12
8

34
仁多 NIT 432951 1443009 168 1995 12 川上郡

弟子屈
2.0 Hz 地上

BH100m
体積歪

白山LS-
7000

NTT
SOHO12
8

35
渡島大
野

OON 415517 1403519 150 1996 03 亀田郡
大野町

L4C-3d 地上 白山LT-
8500

NTT
SOHO12

36
礼文南 RBS 451656 1410210 25 1996 06 礼文町 L4C-3d 地上 白山LS-

7000
NTT
SOHO12

37
仁伏 NBT 433806 1442311 180 1996 09 上川郡

弟子屈
1.0 Hz 地上 白山LS-

7000
NTT
SOHO12

38
初田牛 HTU 431227 1451928 75 1997 02 根室市

発田牛
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

39
尾岱沼 ODT 433314 1451241 14 1997 04

2003 06
標津郡
標津町

　
休止中

ノイズ大
要復活

40
熊石 KMI 420808 1395602 20 1997 04

2003 05
爾志郡
熊石町

　
廃止

近くに
Hi-Net

41
母子里 MSR 442500 1421607 295 1997 06 雨竜郡

幌加内
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

42
朝日 NBB 422534 1410409 -15 1997 08

2006 05
登別市 　

廃止
近くに
Hi-Net

43
登別 ASA 440709 1423534 137 1997 08

2003 05
上川郡
朝日町

　
廃止

近くに
JMA

44
井寒台 IKT 421124 1424501 175 1997 11

2003 05
浦河郡
浦河町

　
休止中

ノイズ大

45
野塚 NTK 421835 1430207 550 1998 10 浦河郡

浦河町
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
Multi
MT2834

46
十勝ダ
ム

TKD 431420 1425632 438 1999 03 上川郡
新得町

L4C-3d 横抗 白山LT-
8500

衛星

47
三渓 SKI 441117 1414626 -45 1999 03

2003 05
苫前郡
苫前町

　
休止中

回線都
合要復

48
南新川 MSK 430514 1411949 2001 04 札幌市

北区
1.0 Hz BH 740m 勝島 NTT

SOHO12

49
白神 SRKM 412445 1401035 50 2001 10 松前郡

松前町
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

50
然別 SKB 431433 1430210 460 2001 10 上川郡

新得町
L4C-3d 地上 白山LT-

8500
NTT
SOHO12

51
トムラウ
シ

TMU 432145 1425646 368 2001 10
2003 08

上川郡
新得町

　
廃止

近くに
Hi-Net

52
緑ダム MDD 434021 1443733 368 2004 05 清里町 L4C-3d 地上 白山LS-

7000
NTT
SOHO12

53 前田 MED 430824 1411536 5 1998 04 札幌市 2.0 Hz BH500ｍ
54 中沼 NKN 430804 1412647 5 1998 04 札幌市 2.0 Hz BH500ｍ
55 里塚 STZ 425806 1412753 117 1998 04 札幌市 2.0 Hz BH500ｍ

3



                                                                          4

TCP/IP ネットワークで結ばれた常時観測火山（2004 年度末） 

 

 

有珠山：有珠火山観測所で集約し，
光デジタル回線を経由して ISVへ
伝送． 

駒ヶ岳：森分室で集約し，128k デ
ジタル 2回線を経由して ISVへ伝
送． 

樽前山：白老分室および支笏湖畔
で集約し，それぞれ 128k デジタル
回線を経由して ISVへ伝送． 

十勝岳：上富良野分室で集約し，
128kデジタル回線を経由して ISV

へ伝送． 

雌阿寒岳：螺湾で集約し，64k デ
ジタル回線を経由して ISVへ伝送． 
 

北海道内の常時火山観測データ伝送網． 

北海道駒ヶ岳常時観測点位置図 観測機器および設置観測点一覧 

観測機器 設置観測点 

地震計 

SWD，KNG，KM7，OSD，
NUM，KME，SKB，IKS，
AKG，MOR，SAW，SUN 

傾斜計 
KNG，SWD，KM7，OSD，
NUM，KME 

歪み計 KM7 

空振計 
SWD，KNG，KM7，OSD，
KME，IKS 

GPS 
KM7，NUM，SKB，IKS，
MOR 

潮位計 MTGS 

 可視画像 IKS 

 
KM7 には深度 500m，NUM には深度
150m の観測井が設けられている． 
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有珠山常時観測点位置図 観測機器および設置観測点一覧 

観測機器 設置観測点 

地震計 

(HOR)，TTY，IRI，MIT，
TKU，NKJ，(NAK)，SBT，
TAT，OHD，KIT，(IZM)，
SSB，SHO，ERM，NRM，
SWRM，NSY，SRM(臨時) 

傾斜計 
KIT，SWRM，(IZM)，SSB，
NRM 

空振計 
SSB，NKJ，SBT，MIT，
KIT，IRI 

GPS 
TAT，SWRM，SSB，SBT，
IRI，IZM 

 

TTYおよび IRI には深度 100m の観測井
が設けられている． 

樽前山常時観測点位置図 観測機器および設置観測点一覧 

観測機器 設置観測点 

地震計 

TRM，TRB，BBR，
NSK，KRS，SSN，
BFE，MRP，KTR，
MRN，PRT 

傾斜計 TRM，TRB，KTR 

歪み計 TRM 

空振計 TRB，KRS，BBR 

可視画像 SES，SKH 

 
TRM には観測坑道が，TRB に
は深度 100m の観測井が設けら
れている．TCO は NSK の無線
中継点． 
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十勝岳常時観測点位置図 観測機器および設置観測点一覧 

観測機器 設置観測点 

地震計 TKC，FKA，TDO 

傾斜計 TKC 

歪み計 TKC 

空振計 FKA 

 

TKCには観測坑道が設けられてい
る． 

雌阿寒岳常時観測点位置図 観測機器および設置観測点一覧 

観測機器 設置観測点 

地震計 MEA 

空振計 MEA 

 

MEA には深度 45m の観測井が
設けられている． 
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２．地震予知連絡会北海道大学提出資料 

 

164 （2004 年 5 月 16 日） 

1 北海道と の 辺の の地震活動 

2005 年 2 月 4 月（ 3 月と 1 月）の活動 

2 2003 年 勝 地震( 8 0)前 の地殻変動  

 

165 （2004 年 8 月 22 日） 

1 北海道と の 辺の の地震活動 

 2005 年５月 7月（ 3 月と 1 月）の活動 

2 2003 年 勝 地震( 8 0)前 の地殻変動  

3 北海道 辺の 平洋 ート内部の地震活動度 タ ン  

4 時 施した 2002 年と 2003 年の 勝 海底地震観測報告 

5 1978 年宮城 地震と 2005 年宮城 の地震の の  

  で た 地震動の  

 

166 (2004 年 11 月 21 日) 

1 北海道と の 辺の の地震活動 

2005 年 8 月 10 月（ 3 月と 1 月）の活動 

2 2003 年 勝 地震 ( 8 0) の地殻変動 

3 海底地震観測 よる 地震活動  

4 2004 年 12 月 14 日 生した 支 部の地震( 6 1)と地下構造 

5 2005 年 11 月 25 日の 地震( 7 0)の での 地震動 

 

167 (2005 年 2 月 20 日) 

1 北海道と の 辺の の地震活動 

2005 年 11 月 2006 年 2 月（ 3 月と 1 月）の活動 

2 2003 年 勝 地震( 8 0) の地殻変動 

3 1940 年 地震( 7 5)震 でのクラスター地震分  
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３．火山噴火予知連絡会提出資料 
 

101 （2005 年 6 月 21 日） 
 1. 山 
    火山 地震の時 間分 ， 位変  
 2. ケ  
    火山 地震の時 間分  
 3. 前山 
    火山 地震の時 間分  
    噴気口 の 度 
 

102 （2005 年 11 月 2 日） 
 1. 山 
    火山 地震の時 間分 ， 位変  
    地殻変動（一 の 下変動） 
    西山火口 の地磁気変 （ 4 報） 
 2. ケ  
    火山 地震の時 間分  
 3. 前山 
    火山 地震の時 間分  
 

103 （2005 年 6 月 21 日） 
 1. 山 
    火山 地震の時 間分 ， 位変  
    西山火口 の地磁気変 （ 5 報） 
 2. ケ  
    火山 地震の時 間分  
 3. 前山 
    火山 地震の時 間分  
 4. （ 時資料） 
    の地震活動・地殻変動 
 
 
 



 17

 



 18

 



 19

 



 20
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 22
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 26



 27
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４．地震予知協議会報告 

 

1001 研究課 ：日本 島 辺 の ート 動の  

（１） 連の い 議の項目：１．（１）ア．日本 島 辺 の ート 動 

（２） の 連 る 議の項目：１．（２）ア． ート お る ・

集中 構 １．（２） ．地震 生 イク  

（３）本課 の平成１ 年度 の５ 年の 目 と れ る平成１ 年度

施 の位置 ： 

平成 16 年度 新 および した観測点 インテ ント GPS 受信 を

設置し したデータの を る の地 の ート 動の 年間

1 下であ 間 してデータを る と と る のた

の 3年間 観測点設置 業および 業 点を置 し し し

た設 れ ったた の観測点の 置を 施 る 17 年度 本

2年目であるた の設 の範 内で カ ンターパートの協 の

の観測点での 観測を進 る 18 年度 予 的 データ 19

年度 れ でのデータ の地 の変位 クト を る 19 年度の

データ るのを って 年度である 20 年度 日本 島 辺 の ー

ト 動 デ の構 業を行  

（４）平成１ 年度 施 の ： 

１ 年度 設 れ ったので 観測点の新設 高度 で い し

た って 観測点で GPS 受信 での観測を る れ で れてい

る ラ ストックを中 とした 海州の観測点の 観測 ハバロフスクを中

とした大 測 の 時観測 ハ ンの東西 測 の し観測 カムチャ

ッカ州での連 観測の を 日ロ 研究の の中で進 る  

平成 17 年 月：ロシア・ ハ ン州 海州で GPS 観測点の およびデータ  

平成 17 年 8 月：ロシア・カムチャッカ州で GPS 観測点 およびデータ  

平成 17 年 10 月：ロシア 研究 の日本への へい よる  

（５）平成１ 年度の成 の  

平成 17 年 6 月 ハ ン州へ出 ハ観測点と スク観測点の点

び データ を行った 8 月 カムチャッカを し 観測点の 点

と 16 年度新設したパ スカ観測点のデータ を行った の点の で

の結 を 1 データの よるアンテナの よる ので

年度の 時 した  

ラ ストックを中 として 海州 おいて ラ ストックの連

観測点のデータ 録 置の をお い 連測観測の 努 た ハバロフスク

を中 とした観測点で 17 年度 ２ 目の観測を行った 海州の観測を して

た 3 の受信 の 2 してし い 年度の し観測 と

行 った 年度 受信 の 新を と 工 して 観測の を行

の観測 のた 受信 の 新 である  
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1 16 年度新設したカムチャッカ 島 平洋 のパ スカ観測点の位置変  

   IT  

 

（ ）平成１ 年度の成 連の い ので 平成１ 年度 れた主 成

（論文・報告 等）： 

（ ） 施 の た 部 等 ： 

笠原 稔・高橋浩晃・日置幸介・一柳昌義 

との 研究の ： 

Institute o  A ie  Athmati s ( a ibosto ), aborator  o  Geo es  3  

Institute o  Te toni s an  Geo h si s ( habaro s ), 2  

Institute o  arine Geo o  an  Geo h si s (Sa ha in), 2  

am hat an erimenta  etho i a  e artment o  Seismo o ( am hat a), 4  

 

1002 研究課 ：北海道北部 の海底地下構造 および 地震活動  

（１） 連の い 議の項目：１．(1)イ． 島 の ート内の構造と変  

（２） の 連 る 議の項目：１．(1)ア．日本 島及び 辺 の ート 動 

（３）本課 の平成１ 年度 の５ 年の 目 と れ る平成１ 年度

施 の位置 ：  

１ ３年北海道 西 地震 １ ４ 年 地震と１ ３年日本海中部地

震の震 間 生した れ の大地震 ーラシア・ ート（アムー ・

ート）と北米 ート（ ー ク・ ート）との よる ・ 支

れて 生した し し １ ４ 年 地震の震 北（北

４４度 北）での ート の位置 の である  

 ート を るた 地震活動 地震の 生 構の 報 であ

る の 地震観測 た当海 の地震活動 高 地での海底地震

を いた地震観測の である ート を る海底地殻構

造 て 報である した って 5 年の （平成１ 年度と平成２

年度）で ア ンと海底地震 を いた 工地震 を 施し 当海 での を

る た 観測 海底地震 よる地震観測を 施し 当海 での地震活



 30

動を し の を る  

 平成１ 年度の 施 当海 で行 れた の 地震 および の

地震活動 の 理 を行った  

平成１ 年度で 当海 生している 地震の震 分 生 構を る

た 度の高い震 データを いた 度ト ラフィーを 当海 での 1

の 度分 を推 る お海底地震 を いた海底地震観測 平成１ 年度と平成

２ 年度とで 施 る  

（４）平成１ 年度 施 の ： 

新しい震 法を いて の 地震観測 で観測 れた地震の震

を行 れ の れた地震の震 データ 当海 での地震活動 および地

震の 生 構を る た れ の れた地震波の 時データを い

て 度ト ラフィーを る  

（５）平成１ 年度成 の ： 

気 地震カタロ と文 資料 いた よって 新た 1874 年北海道北

部地 で 6 4 程度の地震 生した と った（高橋・笠原 2005）

（1995 年 10 月 2005 年 3 月 で）の気 一 地震カタロ を いたクラス

ター地震 よって 1940 年 島 地震の震 でクラスター地震 点

しているの った（ １） の で 2005 年 12 月 13 日 震を っ

た 的大 地震（ 5 5） 生した の 生 構 東西 を

を し 当海 での 平 東西 の ある と

れた 一 1998 年 当震 で 施した 工地震 の波 データ

の位置 推 れ と との ートの した

と れる海底 の れた（村井・ 2005） 地震観測 の

い 度ト ラフィーを るた の 地震データ 年 れ

当海 での 度ト ラフィー れるよ って た し し平成 17 年度

おいて 地震波 の った分 のた 度ト ラフィーを る で

い 平成 19 年 20 年 している 工地震 の 大 ア ン・データとの

よって 度の高い 度ト ラフィー るであ お当内

（ 記（４）と 一 した  

（ ）平成１ 年度の成 連の い ので 平成１ 年度 れた主 成

（論文・報告 等）： 

高橋裕晃・笠原 稔 2005 支 部の地震活動と北海道北部のテクト クス

北海道大学地 理学研究報告 68 199 218． 

村井芳夫・ 山 ・山科 史 野 佐子 2005 海底地震 と 震 を いた

分 の推 68 219 231． 

（ ） 施 の た 部 等 ： 

高波鐵夫 村井芳夫 

との 研究の ： し 

 



 31

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 １ ４

年 島
地 震 （ 7 5）

の 震 で の
の 地 震 活

動 ． 
データ：気 一 地震カタロ 北 43 度～46 度 東 138～142 度の

範 内 1995 年 10 月 1 日～2005 年 9 月 30 日(10 年間) った 地震． 
クラスター 度の 義：クラスタの 度を 下の手 で し の大 をカラ
ーで ． 
前 の地震の時間間 t(hour)  Cr  1      or 0  t  1 
                                   2  t   or 1  t  2 
                                   0      or 2  t 
前 の地震の 間 ( m)   C   1     or 0    5 
                                  1 25  t/20  or 5    25 
                                  0      or 25   
                                  Cr  C  

で 0 01 0 01 の小 内の地震 いて 記で れた 地震の
を し の を 小 内でのクラスター 度と る．地
で を平 し カラパ ットの した って 度をカラー ．た し
1 5 を る 1 5 ． い クラスター地震 した

クラスター 度 ロ 等しい ． 
1003  研究課 ： 勝 地震震 の 度 程と 地震の 生予測

た 前 程の 観測研究 

（１） 連の い 議の項目：１．（２）ア． ート お る ・

集中 構 

（２） の 連 る 議の項目：１．（２） ．地震 生 イク １．（２） ．

地震 生 前の 理・ 学 程 ３．（２） ア ー よる地下 部 測技
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術の と高度  

（３）本課 の平成１ 年度 の５ 年の 目 と れ る平成１ 年度

施 の位置 ： 

本 次の２ の っている．１） 地震 る 前 程の観

測研究，２）2003 年 勝 地震の 変動観測． 

１） 観測 地震活動データ よる の ート間 の ，

の変動 よ た れる地殻 を高 度 ア ー よ

って 測 る と， た， 学的手法で 電磁気学的手法(ピ マ ネ) よる

タ ン 法の および電磁気 デ 成のた の構造 ， ある． れ

を して， の の 学的 を し，次の地震 る の変 の

観測的研究を 施 る． 

２） 生した地震 よって った の 度 程，および の

・ 程を 観測を中 して る． のデータ ，１ の 大地震

の高 の ・ を で し，地震 生 デ

の高度 資 る． のよ 目 の下，17 年度 地震，GPS，電磁気観測を

し， 島 地震の 程を る とを中 進 る． 

（４）平成１ 年度 施 の ： 

 地震， のデータ 島 地震の 程 いて る． ， 勝

地震前と の地震 生パターンの変 目し， ート間の の変 を

観測 る． ， 地 の地磁気観測データの変 目し，

の変 を る． の観測の電磁気 デ 成のた の地磁気 度分 を ，

地 で 施 る． 

（５）平成１ 年度の成 の  

電磁気観測研究 

ロトン磁 よる観測 子 多 および で

行っている 年 大 地震 ったので 変 れ った 勝  

地震 島 の 地震 った の磁気 度分 のシ ーシ ンを

行っている た （ ） での地電位変動観測

 中である 本年中 大 地震 ったので 目立った変動 観測

れてい い れ でのデータの 理 観測の の いて 課

1006 で行っている． 

地震活動の 間パターンとアスペ ティとの 連 る研究 

 北海道大学および気 の地震カタロ を いて，山中・ 地（2001） amana a 

an  i u hi (2003)で れた 勝 ・ のアスペ ティ分 と地震活動の

を行った． 勝 で ， amana a an  i u hi (2003)での 2003 年 勝 地震のアス

ペ ティの ， 常的 地震活動 い 所と一 している と った．

の 所 ， 辺を地震活動 高い れるよ している． の ，

北海道大学地震カタロ の れ，気 カタロ との 知 の い

の と れる． の 活動 の時 間分 ，時間的 変動 るよ

地震活動の変 れ ，2003 年地震の前 地震活動の変

れてい い． た， の を 活動度の高い で 時間 るよ

活動度の変 れ った． いて て たと ，

山中・ 地（2001）で れたアスペ ティ内部での地震活動度 て い と

った． た，2004 年 生した （ 中 ）の地震（ 7 1)の震 で ，
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のアスペ ティ（山中，2004） 地震活動 位置し， れを よ 高

地震活動 る と 分 った． た， ・ 勝 の海 い ，

300 m 及 大 地震活動 ある． の ， のデータと 立 地

震 研究推進本部 よ 津波のデータを 推 れた， 部 大 津波を

た 500 年間 地震の と った っている． の と ，地震活

動 い のアスペ ティと る を した ので，

である． 

のよ アスペ ティと地震活動の 分 ，アスペ ティと 震活動の

おいて で 井 （2001） amana a an  i u hi (2004) で れて

いる ，北海道の 平洋 部での観測データ の 常地震活動 おいて

成 立 を している． のよ 地震活動パッチ アスペ ティ 一

しているとい ，地震活動度の 間分 ある程度アスペ ティの 所と大

を推 で る を している．し し， 7 のアスペ ティで の大

20 m 20 m 程度であ ， る地震カタロ と れるアスペ ティの大

の 間分 を している ある． 

のよ 地震活動度の 間的 を た しているよ して

のと よ い ， で れているよ ート の 質

海山のよ 地 の 補として れる． ， で行 れ

ているよ 活動 と高活動 の構造の いを推 で るよ 観測を行

あ ． ，北海道で 大の地震活動度の い である 勝

てのト ンチ ，aseismi の ，あるい 1896 年 津波地震のよ

イ ントを あるの であ ， 点的 観測を 施 る

ある ． 

 
１．(a)北大カタロ よる 2003 年 勝 地震前 での 地震 ．(b) amana a 

an  i u hi (2003) よる イス ック アスペ ティの ，地震活動 い
と 一 る． 
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２．2004 年 地震( 7 1)のアスペ ティと 常地震活動の ． 

（a）震 分 ，（b） ，（ ）山中 よるアスペ ティ（ IC 地震学 ートよ ，
htt // eri u to o a /san hu/Seismo ote/）．アスペ ティ 常的 地
震活動度 ったパッチを るよ 位置している． 
 

（ ）平成１ 年度の成 連の い ので 平成１ 年度 れた主 成

（論文・報告 等）： 

高橋浩晃・笠原稔， 勝・ での 常地震活動とアスペ ティ・ 震の ，地

科学 連大会，S045P 004，2005． 

Ta ahashi, , an   asahara, e ations bet een interseismi  seismi ities, 

oseismi  as erities an  a tersho  a ti ities in the south estern uri  

tren h, To i a  rob em o  is an  an  oasta  seismo o  (ICS 2005), 128 129, 

2005  

（ ） 施 の た 部 等 ：笠原稔，茂木透 高橋浩晃 

との 研究： し  

 

1004 研究課 ： 勝 ・ 島 地震 お るカッ ン の時 間分  

（１） 連の い 議の項目：１．（２）ア． ート お る ・

集中 構 

（２） の 連 る 議の項目：１．（１）イ．日本 島及び 辺 の 地

殻活動 

（３）本課 の平成１ 年度 の５ 年の 目 と れ る平成１ 年度

施 の位置 ：  

勝 ・ 島 平洋 ート 島海 部 位置し 大地



 35

震 時 生している 平洋 ート と ート（島 ）とのカ

ッ ン の 大地震の 生を ると れ での構造的 点

を当てた海底地下構造 て である 5 年の 目 として 大学

と研究 との 連 の と 海底地震 と ア ンを いた地震学的構造

を 施し 当海 での ート の地震 生 と海底地下構造との を

る とである  

 平成１ 年度で 当海 の ２ ３年 勝 地震の震 内での海底地下構

造を るた ２ ３年 勝 地震の本震 海山 る測

（１ ）で海底地震 と ア ンを いた を 施した  

（４）平成１ 年度 施 の ： 

   島 ～ の海 ２ ３年 勝 地震 地震活動 立っ

て い 観測 補 で い 小地震活動の を るた 当

海 で 2 月間の海底地震観測を 施 る  

た２ ３年 施した海底地下構造 測 （１ m）と る （

２ ～３ ）の測 （１４ m）で ３ の海底地震 と ア ンを

いた 工地震構造 を 施 る  

（ ）平成１ 年度成 の ： 

島 ～ の海 ２ ３年 勝 地震 生 １ ３年 島

地震の震 での地震活動 立って い 当海 の BS を設置して 2

月間の海底地震観測を 施したと 海洋 ート でクラスター

を した 小地震 れた （ １） た の震 の よ で２ ４年

１１月２ 日 地震（ 7 1） 生したた の の BS を設置し

1 間の 震観測を 施した の観測 よれば と 震

ート って分 していた 的大 震の 生 構

動 れ 当 震 ートの 地殻活動の結 である

と れた（ ２）  

一 海山 ２ ３年 勝 地震の震 る海底地下構造 測

（１ m）の 結 海洋 ート 部 で 海山の

った（ ３） 平成１ 年度 おいて れ る （

２ ～３ ）の測 （１４ ） １ の BS を設置し CS

法 よる 工地震 を 施した（ ４） データの 中で る お

の観測 施 平成１ 年度 と一 している     

（ ）平成１ 年度の成 連の い ので 平成１ 年度 れた主 成

（論文・報告 等）： 

斉藤市輔 2006 海底地震観測 よる 島 での 小地震活動 および 2004 年

地震の 震活動 平成 17 年度北海道大学大学院理学研究科修士論文 44 ． 

高波鐵夫・村井芳夫・町田祐弥・斉藤市輔・牧野由美・勝俣 啓・山口照寛・西野 

2005 海底地震観測 した 2003 年 勝 地震 前の 地震 57

291 303． 

高波鐵夫・村井芳夫・町田祐弥・斉藤市輔・牧野由美・勝俣 啓・山口照寛・西野 

2005 海底地震 た 2003 年 勝 地震 前の 小 クラスター地震

月 地 o 49, 72 79． 

牧野由美 2006 2003 年 勝 地震震 お る 度構造 平成 17 年度北海

道大学大学院理学研究科修士論文 48 ． 



 36

町田祐弥 2006 2003 年 勝 地震震 お る 度構造 平成 17 年度北海

道大学大学院理学研究科修士論文 66 ． 

（ ） 施 の た 部 等 ： 

高波鐵夫 村井芳夫 

との 研究の ： 

東北大学（日野亮 弘晃）：東 大学地震研究所（ 彦 原 月

）： 大学（佐藤 典 山智 ）：海洋科学技術センター（  ） 

 
１ 1973 年 島 地震震 での海底地震観測 

： BS よる震 分 （2005 4 1～5 29） 
： BS 観測 前の震 分 （2004 12 １～2005 03 31 気 一 データ） 
 ： BS, 赤い ：クラスター地震  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 時海底地震観測

よる 11月 29日 地震

（ 7 1）の 震分  

ンター アスペ

ティ分 （ amana a an  

i u hi,2004） 
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３ 工地震 で れた 洋 海山 2003年 勝 地震本震を る測  
での 度構造． を施した部分 ． 

 

    

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４ 平成 17 年度 施した海底地下構造  

    ： 平成 17 年度 設置した BS 観測点． ： ３の地下構造
測 設置した BS 観測点． ： BS 0 記録 れた ア ン記録
（ ： BS 7 の フセット（ m）, ： /8 0 m/sで した 時,se ）．      

 

1005 研究課 ：北海道内 活 での ・ 集中 カ ムの  

（１） 連の い 議の項目： 
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１．（２）イ 内 地震 生 の 質構造と ・ 集中 構 

（２） の 連 る 議の項目：１．（３）ア の 質  

（３）本課 の平成１ 年度 の５ 年の 目 と れ る平成１ 年度

施 の位置 ： 

活 ・ 集中 の 理 と の生成 カ ムを るた 次のよ

観測研究を 施 る  

（ア） GPS 観測 よる の時 間変 部の の  

（イ） T 観測 よる活 ・ 集中 の 構造  

（ ）高 度地震観測 よる地震 生 の 下 の高 度推  

（ ）５ 年の で 津川 地 の 研究および道北地 の北大を主 とし

た観測とを 施 る  

 のよ 目 の下 １ 年度 勝 地震 の GPS 観測 の集中

れる 子 地 の活 構造の を している  

（４）平成１ 年度 施 の ： 

勝 地震 の GPS 観測 よると 子 地 集中して生 ている

れた の地 1960 年 6 5 クラスの内 地震 地震 出

した 活 の分 あ れてい い 17 年度 子 地 おいて

および T を中 とした構造 を行い の地 の活 分 地震

生 の構造を る た 活 地磁気 地電位変動観測点を設置し

設置 れている地震 GPS 観測とあ て内 地震の 程を る  

（５）平成１ 年度の成 の  

津川 での 観測 

平成 17 年度 津川 辺 おいて 時地震観測点 5カ所の設置を行い 6月

観測を した れ 国の大学 している 津川 集中観測の一 であ

る データ 大学の研究 分担して 施し  北大 震 カ ム

の している テン インバー ン法 よ 辺の を推

る予 である データ いた 年度 を行ってい い た

北大 した 津川 での T 観測 17 年度北測 の 2 次 構造

大 研の ンバー よ 成 れた れを る スタティックシフトを

のよ る とい いて議論し T （時間 電磁気 ） よ

れを る と った T 10 月 施 れ データ 東大地震研で

進 れている  

新 中 地震， 岡 西 地震での 観測 

新 中 地震の震 で 4 点の 時 GPS 観測を した の結 変動

と って ている と れ れ 震 の と 和的であ

る た T観測の結 を ２次 構造 成 れた 震 で

構造 大 質 ある と った  

岡 西 地震の 時 GPS および地震観測を 施した GPS の結

予 変動 観測 れ の 部 生している 高い と

れた た 時地震観測の結 度よ 震活動 れ 震のお

っている 5 m であ GPS で れる の と ってい い

と れた  

北海道東部の内 地震活動 

2003 年 勝 地震の 動 よる 的 変 北海道東部の活 地震活
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動 及 いて 的 を行った の結 地震活動 生し

た で で い地 て クーロン 変 の おお っ

た と た クーロン 変 の大 で 常的 地震活動度 い

で 地震 生し った と   った れ の の

地震 生の を ントロー している を 結 である  

北海道東部 子 地 の構造  

北海道東部の 子 町 辺 1938 年および 1950～60 年 6 クラスの内 地

震 集中的 生した内 地震 生 である の GPS 連 観測 子 地

おいて 2003 年 勝 地震 C の 報告 れてお 国 地理院の

G T よると の地 地殻変動の 部である 高 集中 で

ある と れる た 前 の地震活動 1952 年 勝 地震 10 年

であった とを ると の地 おいて内 地震 生 る 高 ってい

ると れている  

子 地 辺 お る 観測 国 地理院（2002） 山本・石川（2003）

(2004) および日本地 資 進センター（ 信） よって行 れている

した って れ のデータを 本年度行った観測のデータとあ て

のデータ ースを 成した れたブー ー 常 を １ れ よると

地 お るブー ー 常 25～110mGa である 常構造の い

て ると カ デラ の 常 分 し カ デラ中 部で

い 25mGa と る の 常 カ デラの 成（中～ 新 ）

った 度の い 原 と ったと推 れている ブー ー 常 の中 部

を S S る高 常 知 火山 の分 と一 る

の 部で 常 小 子 で 小（60 70 mGa ）と る

れよ 部へ 常 大 日本国内 大のブー ー 常 （ 230mGa ）

である へ連 る お 平洋 知 火山 間 お る

常分 20 を 一次 高い分 を  

T 法 平成 17 年 6 月 行い 30 点の観測点を設置した 測点 3

次 を 30 30 mの範 おいて6行 5 の ッド 置した た

範 知 火山 と 原野を いでいる  1 観測点 2 日 5

日間 て観測を行った シ ナ れた 間 った イ の

い データ れた のデータ ２次 インバー ン よ 測

いの 構造を た  

地質分 分 分 を た のを ２ の結 よると

地質構造と 構造 い れる 中新 の 山 分

る地 高 として 中新 の の分 る地 とし

てイ ー れた の 山 知 火山 下 分 し 1938 年の推 地

震 を として れ れるよ を と と った

山 ると れる高 常 れ れるよ を

た し の れと推 れている い れ して 内 地震

生 質・ 的 質の変 大 い地 分 る と である

の課 として 地下構造の 質 測地学的 集中 のよ を る

る ある  
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１． 子 地 のブー ー 常 （補 度 2 43 / m3） 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．地質分 分 構造の  

 

（ ）平成１ 年度の成 連の い ので 平成１ 年度 れた主 成

（論文・報告 等）： 

Ta ahashi, , T atsushima, T ato, A Ta eu hi, T ama u hi, ohno, T ata i, 

u u a, atamoto, o e, atsu ura an  asahara, GPS obser ation 
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imme iate  a ter the 2004 mi ii ata re e ture earth ua e, arth P anets 

S a e, 57, 661 665, 2005  

田 ・高橋浩晃，2003 年 勝 地震 よる北海道東部火山フロント った

地震活動と 的 変 との 連 ，地震 2，58, 115 119, 2005  

eshima, ,  a a,  on ura, S  o ama,  ihara,T  o i,  ama a, 

ara a, S  ama u hi,I  Shio a i,T  o u hi,  u aba,  Tana a,  

o hi o, anabe, ishihara, Sa a an  Seri a a, esisti it  ima in  

a ross the sour e re ion o  the 2004 i ii ata Pre e ture earth ua e ( 6 8), 

entra  a an, arth P anets S a e, 57, 441 446  2005 

大志 ,吉村 , ,藤浩 , 弘憲, 戸祐司,中 郎,小山茂, 澤

記,西谷 , 智史, 波吉 ,田中 一,和田 男,藤田 , 中 ,小川

雄,本 義 , 原 , , 藤 徳,笠谷 史,佐藤秀幸,山口 , 野雄大,

村 記, 一郎,茂木透,山谷祐介,原田 , ,森谷 ,笠 弘昌, 真

集中 辺( 津川 )での T観測 よる 部 構造( 報), 

大学 研究所年報, 48 2005  

市原寛 茂木透 神山裕幸 山谷祐介 小川 雄 構造および 常 よる

北海道東部 子 地 の内 地震 生 の地殻構造 日本地震学会 予 集

2005 年度 大会 B003 

市原寛 茂木透 山谷祐介 小川 雄 T 法 よる北海道東部 子 地

の 構造 ( 報) 地 電磁気・地 学会 大会 予 集 22 13   

市原寛 茂木透 山谷祐介 神山裕幸 小川 雄 北海道東部 子 地 お る

T観測および 測 北海道大学地 理学研究報告 69 中 

（ ） 施 の た 部 等 ： 

茂木透 勝俣啓 高橋浩晃 

との 研究の ：東 大学地震研究所 東 工業大学火山流 科学

山大学理学部 大学 研究所 州大学大学院理学研究院 島大学

理学部 

 

1006 研究課 ：地震 連した電磁気シ ナ の 生・ カ ムの  

（１） 連の い 議の項目：１．（２）  地震 生 前の 理・ 学 程 

（２） の 連 る 議の項目：１．（４）ア ・ の 理・ 学的

程 

（３）本課 の平成１ 年度 の５ 年の 目 と れ る平成１ 年度

施 の位置 ： 

下の観測を 5 年間 し 地震の ・ 前 程での変動を議論 る  

波電磁波観測：主として北海道東部地 おいて の磁 電 の変

動観測を多点で 施 る 生・ デ を るた の 構造 行

た ート の変 変 の タ ン 行  

電波 常の観測： 電波の 常を北海道 を の 受信

でカバー る観測を行  

地磁気 よる地殻 ター：大 地殻の いている北海道東部地

おいて 地殻 の を 磁気 よ ター る  

電磁波 のシ ーシ ン： 質構造中の電磁波 いて デ

よるシ ーシ ンを行い 震 で 生した電磁気シ ナ 地
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る カ ムを る  

のよ ５ 年 の下 17 年度 子 地 で地磁気 地

電位 観測 を る 電波観測 れ の地 で 信 受信

を置 観測を している  

（４）平成１ 年度 施 の ： 

16 年度 地 で れた T 観測データを し の地 の３次 構

造 勝 地震の震 の 構造を る た 島 地震 子

地 の内 地震 るた 子 地 で地磁気 地電位 観測

を る 電波観測 れ の地 で受信 で の 信 を

置 ントロー れた信 での電波 常観測を行  

（５）平成１ 年度成 の ： 

地 おいて T および T 観測を行 と よ 2003

年 勝 地震の震 辺の 構造を る研究を行った の研究 課 1003

している 25 地点 おいて観測点データを し 北東

40 m 北西 40 m の辺 れる地 で 100 m での範 の 構造

を た 17 年度 構造を した 点での１次 構造を た ３

次 構造を るた の海の 観測点 のローカ 構造の

を る研究を 施した  

地震前 生 る 波の観測 2002 年 12 月 本観測 れ 2003

年 9 月 中川 子 の 5 所で連 的 観測 行 れ し

ている 17 年度 れ て 市 石 新しい観測点を設置した た新しい

として64 の地震観測 テ ータ 信 を るた 北海道東部の

子 町 多 町 市 当 信点を設置した（ １） 2003 年 勝

地震の 生 の地震活動 非常 下している あ の地震活

動を るた 北海道東部 点的 観測 を構 る った 本年度の北海

道東部 東 の地震活動 て の 150 m 内で 100 m よ

マ チ ード 5 A の地震 った（ ２） 市 石観測

点 設置 れた 10 月 6 日 4 クラスの地震し った し し 石

観測点 い 4 の地震 いて 波（地震 ー）を観測 る と で た

し 石で している 多とあ 原の64 の地震 ー 観測で た

と 大 成 と れる の でマ チ ード 5 の地震 生前

信 で る地震 ー 観測 れるであ 本年度 東北地 東 の地震活動

高 で している宮 島および の 波 たびたび地震 ーを

観測して た し し北海道 地震 生を予測 る と で て 震 を推

る と しい  

地震 電磁気 の の一 として 地電位変動観測を

で行っている 17 年度 BI P 法とい イ して

よい を る Tインピー ンスを る ロ ラム 手で たので 1996

年 観測記録 ある および 町 のデータ いて 間 たる

イン クシ ン クト の変 を た およ 10 年間 たるデ

ータ 中での の置 よる び よる 測 あ

るデータ 理 るの 時間を した で 2003 年 で 理 進

でいると である での結 よると Tインピー ンス 観測 順 行

れていると で していて の 10 下のと ある 記録
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の中

大 いと あ い と

大雨の日 大 磁気

の時 れる と 多い

のよ 理由 いと

れる い 時の変動の原

を る 業を して

いる  

ロトン磁 よる観測

子

多 および で行っている

年 大 地震 ったの

で 変 れ った

勝 地震 島 の

地震 った の磁気 度

分 のシ ーシ ンを行っ

ている  

１．北海道東部の観測点（ ， 予 点），   質 質中の電磁 を 

（ ），64 信点（ ）の分 ．           るた ３次 構

造を設 して 地下の 

の 所で電流 生

した 地 の電磁 を

で るシ ーシ ン

ロ ラムを 成した

テスト で 的

を行 っ

てい い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２． 北海道 東 で，2005 

 年10月 生した地震中， 

 地震 ー 観測 れた地震 

（ ）と観測 れ った地震 

（ ）． とマ  

チ ード（ 内）． 
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（ ）平成 17 年度の成 連の い ので 平成１ 年度 れた主 成

（論文．報告 等） 

o i, T , Tanimoto, , ama a, , ami ama, , ashimoto, T , ob i a, , 

a i ara, T , eshima, , a a, , a netote uri  sur e  aroun  the 

sour e re ion o  the 2003 To a hi o i arth ua e , Abstra t, IAGA 2005 

S ienti i  Assemb , 18 29 u  2005, Tou ouse ( ran e) ,A1349 

ishi a, , o i, T , tsu i, , Seto a a, , Pie oma neti  Stu  e ate  

ith on Term an  Co Seismi  Geoma neti  ariations in o ai o,  a an , 

Abstra t, IAGA 2005 S ienti i  Assemb , 18 29 u  2005, Tou ouse ( ran e), 

A0908 

森谷 武男  茂木 透  高田 真秀 北海道 お る 常観測 の構 日

本地震学会 予 集 2005 年度 大会 A03 

森谷 武男  茂木 透  高田 真秀 観測 れた地震前 常の 的 

質 北海道 お る 常観測 の構 日本地震学会 予 集 2005

年度 大会 P004  

（ ） 施 の た 部 等 ： 

茂木透 高田真秀 森谷武男 橋本武志 西田泰典 

 

1007 研究課 ：北海道・ 島での 大地震 生 イク の  

（１） 連の い 議の項目：１．（２） ．地震 生 イク  

（２） の 連 る 議の項目：１．（２）ア． ート お る ・

集中 構 

（３）本課 の平成１ 年度 の５ 年の 目 と れ る平成１ 年度

施 の位置 ： 

本研究で 北海道 島 生した の 大地震の 生 を高 度

し の地 での 大地震 生 イク る 報を る事を目的と る

日本 ロシア ア カ( ハワイ)で観測 れた津波記 データ及び地震記

データを 集・ る た津波 地震 生時の観測点 の海底地

データを 集・ る れ のデータを いて の 大地震の 震

程を る 研究 進 でい い 1800 年 の地 で 生した

大地震 てで る データを集 て震 程の をお い し

生した地震の 分 を る事 の地 の 大地震 生 イク を理

る 1994 年北海道東 地震 生 大地震 スラブ内地震 多

れているので と れるよ って た で の 大地震

ート 地震 の スラブ内地震であったの を震 程 よ し ス

ラブ内 大地震を て地震 生 イク を理 る   

  平成 16 年度  日本及びロシアの津波及び地震記 データ及び海底地 データの

集・  

  平成 17 年度  日本及びロシアの津波及び地震記 データ及び海底地 データの

集・ 津波 よる大地震震 程  

  平成 18 年度  日本及びロシアの津波及び地震記 データ及び海底地 データの

集・ 津波 及び地震波 よる大地震震 程

  平成 19 年度  日本及びロシアの津波及び地震記 データ及び海底地 データの

集・ 19 の大地震 いて津波 よる大地震
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震 程  

  平成 20 年度  北海道・ 島地 の地震 イク  

 

（４）平成１ 年度 施 の ： 

ロシア，ハワイ，日本での津波波 データの 集を行 た地震 生時の観測点

の海底地 データを 集 行 1973 年 地震の 津波波 を行い

年度行った 1894 年 地震との いを る ロシアの津波データ 手

で れば 1894 年 地震の震 東 したい  

（５）平成１ 年度成 の ： 

１）ロシアの津波記録の 集 

島 島 ハ ンで観測 れた津波波 記録 ハ ンの u hno Sa ha ins あ

る I GG 理している 本年度 I GG 行 の大地震 よる津波波 記録の

集を行った 1952 年 前の地震 よる津波波 記録 し い事 分 っ

た 1952 年 で 島 島 ハ ン した 所での津波波 記録 多

し れ を 集 る事 で た 津波 を 度 行 た

の海底地 データ と る 前 成 れた 島 島 辺の海 23 を

ピー る と で た  

２） 地震津波の  

1952 年 勝 地震の津波波 erata et a (2003) よって れ 勝 の

部（内 ）と （ 海底谷東 ）の 部（海 ） 大

（ 大 ） あったと れた 佐竹・ （2005） 1952 年 勝 地震の

津波波 を行い 2 3m の大 である事を

した 2003 年 勝 地震 いて で （地震波 ・地殻変動

・津波波 ） 行 れてお ての結 勝 の 部

れている事 っている た津波 高分 多

て 1952 年 勝 津波 2003 年津波よ る 大 津波 大 った事

れている れ の結 を 目 れるの 生 る

地震 の 大 る である  

の 地震を議論 るた の 大地震の 生 程を知る事

と る 1973 年 地震 年 生した 大地震であ の１ 前の

地震 1894 年 大地震 と れている 年度の研究で 1894 年 地震

と 1973 年 地震の の津波を観測した 川 所での津波記録( 1974)を

した 川 辺の海 地 幸い 1894 年 1973 年の間 れ 変 し

てい いた 波 の い 震 程の いを していると る事 で る

１（下）の観測波 を ると 1973 年 の津波と 1894 年 の津波で 一

波 大 っている 1894 年 の津波波 の波 1973 年の れよ

震 の大 を している のと れる の いを るた 津

波 を 施した の結 を １ 1973 年 地震の デ

データ 推 れてお れ の結 １（ ）の青で 位

置 を置いた（ 80 m 80 m） 14 111 の

地震 推進本部で れた ート の よ 15 mとした

2m で 波 と観測波 的 っている 次 1894 年 地震

いて で を行った １（ ） の 200 m 程度

いと津波波 を る事 で い た の位置 1973 年 よ
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部 で いと津波波 を る事 で い事 分 った １ 1894

年の デ れている 時 を としているた を海

平行 動 る事 である 2 4m 8 2 と推 れた よ

1894 年 地震の震 1973 年 島 地震の震 よ 海

200 m あ マ チ ード8 2と大 った事 った

生 る 地震を る 2003 年 勝 地震 1952 年 勝 地震よ

小 の ート れ った事を ると 1894 年 の震

の大 地震 る 高いと れる  

1894 年 島 地震の津波波 川の で記録 れた 1973 年 島

地震 いて 北海道 東北地 の 平洋 の 所で津波波 観測 れて

いる 本年度 れ の記録 いて津波波 を行った 川 て いた

記録 戸 大 渡 新 小 の記録である（ ２） 1973 年

地震の デ 記 した デ と である（ １（ ）） 津波

波 でお い 海底地 として 20 ッシ （ 600 ）

所 の ４ ッシ （ 120 ）を いた ２ 観測波 と 波 の

を い れ 観測波 波 よ で ているの 分 る 1973

年 地震の 2 地震 ー ント 5 1 1020 （ 7 8）で 平洋

の津波 で る事 分 った  

本年度 集した 島 島での 記録を て 1973 年 島 地震の津

波波 を進 る 1973 年 島 大地震 日 7 1 の 大 震を

生 の 震 津波 生 多 の波 観測 れている 津波マ チ

ード 7 5 と れてお の 震の津波 進 る ある  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ ( )1973 年及び 1894 年

地震の デ を ー

ト の ンター の

の 佐竹・ (2005)

推 した 1952 年 勝 地震の

分 を (下)1973

年及び 1894 年 地震で 生

した津波の 川での観測波 と

波 の  
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２ 1973 年 地震の観測津波波 と 津波波 の  

文  

徳 郎 1974 1973 島 津波の波 と 1894 年津波との 地震研究

所研究 報 13 67 76． 

irata, ,  Geist,  Sata e,  Tanio a an  S  ama i, 2003, S i  istribution 

o  the 1952 To a hio i earth ua e ( 8 1) a on  the uri  tren h e u e  rom 

tsunami a e orm in ersion,  Geo h s  es , 108, 2196 oi 10  

1029/2002 b001976  

佐竹 ・平田 ・谷岡勇市郎・山木 2005 1952・2003 年の 勝 地震の津波

波 の 月 地 49 56 64． 

（ ）平成１ 年度の成 連の い ので 平成１ 年度 れた主 成

（論文・報告 等）： 

し 

（ ） 施 の た 部 等 ： 

谷岡勇市郎 

との 研究の ：  

 

1008 研究課 ： 震動予測 る研究 

（１） 連の い 議の項目：１．（３）イ．地震波動 と 震動予測 

（２） の 連 る 議の項目：１．（３）ア． の 質  

（３）本課 の平成１ 年度 の５ 年の 目 と れ る平成１ 年度

施 の位置 ：  

北海道 島 生した 及び の中地震を して 北海道 設置

れている 震動観測点の地 を る 北海道 おいて 生 度の

高いスラブ内地震と ート間地震との 震動 動の いて る

震動を るた 高 度 度 震 を の で る

・ ・ ・ ・ 設置 る  

 前 で した北海道 を た 震動観測ネットワークの と

の 的 た を進 る 時 et i et のデータの 北海

道 連地震 いてのデータ ース を進 る スラブ内地震 の地震波の

ある程度震 れた 所で 大 を及 と っ
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て ている の研究のた の 生 度の大 い北海道地 である

震動観測ネットワーク れ れば 真 れ い  

17 年度 していた設 れてい いた 記のよ 震

の設置 しい 2003 年 勝 地震で れたデータを いて 震 の

デ パスの 地 震動 の を行い で提出 れている

震動 デ の を行 時 16 年度 れた北海道北部の 震データの

を 観測点 の を進 る  

（４）平成１ 年度 施 の ： 

データの 集と地 の を進 データ ース の を 2003

年 9 月の 勝 地震 日高山 部の 5 の地震 2004 年 11 月 の

の 7地震 生してお れ のデータ 地 の を る  

（５）平成１ 年度成 の ： 

2004 年 12 月 14 日 支 部で 生した 6 1 の内 地震 して 的

ーン 法 よ 震 デ の推 を行った の地震 北海道内 高 震観

測 れて 生した 大 の内 地殻内地震であ 6 1 であ

震 い T観測点（ 020)で 1000 m/s2 70 m/s を る震動 観測

れ 震度 6 （ ）を記録している の地震で した震 での

震記録 れた とで 質 デ を 的 る と と っ

た  

震 での観測記録 震 程 ると れる2 のS波パ ス

れる と のアスペ ティ る デ を して を行った

的 ーン いる小地震 震 位置 観測波 して 12 月 14

日 16 時 6 分の 震（ 3 9）を （ 1 1） の 震の地震 ー ント 震

辺の 震記録を いて推 した 小 の 観測スペクト た

ーナー 波 した 本震 地震 生 行った 時観測 よ

る 震分 研究 よ 推 れた カ ム を として設 した

の を 15 を 30 とし 震分 10 m 10 m

とした の での小 の 置と パラ ータ を 本震

の 度 度 変位波 と し 行 的 た S 波 度 3 5 m/se

度 3 0 m/se とし 波 の 0 3～10 の 波 で行った た

地震波 アスペ ティ の れるとし の してい

い の結 観測記録を で で る震 デ れた（ 2） パラ

ータを 2 震 北 へ って 主アスペ ティ 震

北 の 部 位置している 020 での 1000 m/s2 を る 震動 or ar  

ire ti it の と 観測点 主アスペ ティ て った と よると

れる 本震の地震 ー ントと アスペ ティ Somer i e et a (1999  

Seism  es  ett , 70, 59 80) よる内 地震 いての と 的である

た 時観測 よる 震分 推 れる の よる の

1 である 一 の である 北海道内の内 地震 いて 震 パラ ー

タ る の 成 立 と れた  

（ ）平成１ 年度の成 連の い ので 平成１ 年度 れた主 成

（論文・報告 等）： 

前田 浩・一柳昌義・笹谷努，北海道内 地震の震 ，日本地震工学会大会 2005

集 
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（ ） 施 の た 部 等 ： 

笠原 稔・一柳昌義・高橋浩晃・前田 浩 

との 研究の ：北海道大学大学院地 科学専 1  

 

1008 研究課 ： タ ン 法の  

（１） 連の い 議の項目： 

２（２）ア．地殻活動 タ ン システムの高度 日本 島  

（２） の 連 る 議の項目： 

１（２）ア． ート お る ・ 集中 構 

１（２）イ．内 地震 生 の 質構造と ・ 集中 構 

（３）本課 の平成１ 年度 の５ 年の 目 と れ る平成１ 年度

施 の位置 ：  

地 で 小地震 生している 部地殻を お る

の時間・ 間的変 を予測 る と 本 の目 である． 的 10 m 立 程

度の 間 ッドを地殻・ 部マント 内 設 し， ッド おいて 10 年 と

の テン の変 を推 したい． 

法 を いた ート 地殻の変 る の研究 ， の

を て内部 を し，地震活動度 震 カ ム の観測

を で る 議論していた．し し のよ ア ローチで

的 の推 であった．本 で 地震活動度 震 カ ム 等を

いて を行い， の る を推 る とを る． し

て れた し たと して，内部 時間的・ 間的 変

る 予測 る． 

平成１ 年度 での研究 よ テン インバー ン法を いると主

の 間パターン 出で る と 分 って た．平成１ 年度 西部

地震の 震 をテストフィー ド 設 し，主 の 間パターンの推 と を推

るた の手法を る．  

平成１ 年度 西部地震の 震 での主 間パターンの推  

を推 るた の 手法の理論的研究 

平成１ 年度 西部地震の 震 での主 間パターンの推  

を推 るた の 手法の理論的研究 

平成１ 年度 を推 る ロ ラムの ・ シ ーシ ン 

西部地震の 震 への し 震活動度の時間変 予測

 

平成１ 年度 および地震活動度の予測 （ 津川 と日高山 ） 

平成２ 年度 手法の 当 の 的 ． 

（４）平成１ 年度 施 の ： 

平成１ 年度 西部地震の 震 をテストフィー ド 設 し，主 の

間パターンを推 る． た る を推 るた の手法を

る． 

（５）平成１ 年度成 の ： 

地震の 生を予測 るた の手法を いて の時間変 を

タ ン る と 非常 である．2005 年地震学会 大会 おいて， テ

ン インバー ン法と 小地震活動度を て いる と よ を
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推 る 法を提 した． 的 手順 下の である． 

１． テン インバー ン法 ，多 の地震の カ ム 等を いて， 大・

中間・ 小の 3 の主 の 位 と ，および 3 の主 の を

を推 る 法である． で 3 の主 をσ1 σ2 σ3 と ると， 

  (σ1  σ2 ) / (σ1  σ3 )  (1)． 

テン インバー ン法 で ，σ1，σ2，σ3 の を推 る と 原

理的 である ，主 して の 理的 を る と よ

の推 法を る． 

２．3 の主 の平 P a を た 等しいと ると， 

aP  (σ1 σ2 σ3) / 3 (2)． 

３．Cou omb Stress un tion (CS ) 下の で 義 れる． 

CS (b) ( σ1 σ3)(sin2b u os2b)/2 u (σ1 σ3)/2     (3) 
た し，b σ1 と との 度，u 間 を した であ ，u   

tan(bm)を た b bm の時，CS 大 を る． して地震活動度 CS (bm)

ると る． 

４．(1) (3) の a と u を ると原理的 σ1，σ2，σ3 を一 で る．

変 る と よ ， テン 6成分，S ，S ，S ，S ，

S ，S を る と である． 

５． 年とい 間の ， の平 を たしていると

れるので， aと uを変 て 平 を た

を ッド ーチ る． 

日高山 地 記の手法を した結 の一部を した． 町の海

と れよ いの２ 所 的 パターンを と 分 った．

ば S 成分を ると， で ラス ので 下 を受 ている と

を ． い るとマイナスと 下 を受 ている とを

． 

（ ）平成１ 年度の成 連の い ので 平成１ 年度 れた主 成

（論文・報告 等）： 

勝俣啓， タ ン 法，日本地震学会 2005 年度 大会，P056． 

（ ） 施 の た 部 等 ： 

勝俣 啓 

との 研究の ： し 
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142 143

42

142 143

42

142 143

42

Sxy Syz Sxz

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

142 143

42

142 143

42

142 143

42

Sxx - P Syy - P Szz - P

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

+1 +2 +3 +4 +5-5 -4 -3 -2 -1
X103bar

 
30 m お る法 （S ，S ，S ）と （S ，S ，S ）の

間分 ． 

東西 で東 ， 北 で北 ， で下 で

ある．法 ， である． a 1 0， u 0 5

と した．法 成分 Pを し いた を した． 

 

142 143

42

43
50 km

 
本研究で した地震の震 分  
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1010 研究課 ：日本 島地殻活動データ ース 

（１） 連の い 議の項目：２．（３）ア．日本 島地殻活動 報データ ー

スの構  

（２） の 連 る 議の項目： し  

（３）本課 の平成１ 年度 の５ 年の 目 と れ る平成１ 年度

施 の位置 ： 

記データ ース (a) 日本 島 を としている 国地 デ

ータ れ い データの分 一 点を した た (b) 大学

を中 と る研究 ー よる ので ・ 一 高 度 データ 録

れている 東北 部を北 と る西 日本 島を と る のであった のた

れ のデータ ースを５ 年の間 日本 島 大し の高 度

とい を たデータ ース構 を目 と る のである の

の中で平成 17 年度 務 と っている 辺のデータ

ース構 て データの所 データの 等を 施 る  

（４）平成１ 年度 施 の ： 

16 年度 おいて 東 島 る の一部地 で 2000 点

の新 データのアーカイブを行 った 17 年度 れ である 東

地 おいて 一部 観測 の っている 島・ 城 ・神 川 ・

・ 木 の地 の 島 城 部 おいて 点的 アーカイ

ブ 業を行 データとして 録の っている のデータの 録を

施 るとと の データの分 の る を行 た れ

と 行して 島 および 城 部で データのアーカイブ い観

測 地 おいて 新た 観測を 施し 地 の を目

れ よ れる成 として 北西部 る 常

および 島 の 常の 出 れる と ある  

た １ 年度 北海道地 の山 地のデータ 集を 施 る 日高山地 山

いので の地 のテクト クス 地震 生を る である

データの 地 多い のよ 地 のデータを る と データ ース

とって であ  

（５）平成１ 年度の成 の  

17 年度 していた 東地 の 業 担当 出したた で った

と の課 である 北海道地 のデータ 地 を る 業を行った 当

予 していた日高地 いて 山 中部の戸 川 辺の山 部での観測を行

った の 辺 山 の中 部 いと である の

火成 分 し れ て下部地殻 あったマ マ 地 でた の

と れている( ami ama et a  2005) れ で 集 たデータ よ 集した

の地 のブー ー 常 を １ 前 データのあったと 点であ

16 年度～17 年度 た 新た 測 したと 287 点あ れを 点で

れ よ の 島 地 の地殻変動のよ

った  
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１．日高山 北部トッタ 成 のブー ー 常 ． ンタ間 2 m a ．

の測点を， 新測点を ． 

ST： マントッタ ， S ： 美 B ： S ： 山 PP ：ピ

パイロ ST ： 内 T P： 勝  

 

の 北海道内の内 地震の震 でのデータを集 た 内 地震 生地

の地殻構造を るた のデータよ 高 度 データ であ

る 17 年度 子 地 および 2004 年 支 部地震震 おいて デ

ータ（石 資 会 日本地 進センター所 のデータ）の 集し

で る を るよ 新た 観測を行った 子 地 で 1938 年

地震 よ れた地震 1967 年 子 地震の震 高 度の 山 と

度の の 位置している と った の研究の 課

1005 報告 ある た 支 部地震の震 高 位置し ３

の 部 分 していると推 れる のと 観測点 いので

観測を行った で議論を進 る ある  

 

（ ）平成１ 年度の成 連の い ので 平成１ 年度 れた主 成
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（論文・報告 等）： 

iro u i ami ama, A ihi o amamoto, Ta eshi ase a a, Ta anori a i ara an  

Toru o i, Gra it  an  ensit  ariations o  the ti te  Tottabetsu utoni  

om e , o ai o, northern a an  im i ations or subsur a e intrusi e 

stru ture an  uton e e o ment  arth P anets an  S a e 57, e21 e24, 2005  

神山裕幸・山本 彦・ 谷川 ・梶原崇憲・茂木透，日高山 トッタ 成 の

常と ．北海道大学地 理学研究報告 69， 中 

市原 寛・茂木 透・山谷祐介・神山裕幸 小川 雄 北海道東部 子 地 お

る T 観測および 測 北海道大学地 理学研究報告 69， 中 

市原 寛・茂木 透・神山裕幸 常 よる北海道東部 子 地 の 次 地殻

構造 アブストラクト 地 科学連 2006 年大会 

本多亮 2004 年 12 月 14 日 支 部で 生した地震( ma6 1)の震 の

常 アブストラクト 地 科学連 2006 年大会 

（ ） 施 の た 部 等 ： 

茂木透 神山裕幸 本多亮 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．研 究 活 動 
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4 Gorney GOR 50-45-47.4 136-26-57.9 528 8 13  
5 Terney TER 45-03-43.2 136-36-02.3 30 9 30  
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1  

subfaults length,km width,km depth,km strike dip rake slip,m
initial 

rupture 
time,s 

1 100 100 10 340 10 90 20.4 0 
2 100 50 1 0 10 90 0 0 
3 160 90 12 340 10 90 22 120 
4 160 70 0 340 10 90 29.3 180 
5 80 160 0 340 10 90 16.4 240 
6 80 160 0 340 10 90 2.6 240 
7 80 140 0 340 10 90 13.4 240 
8 120 90 21 340 10 90 12.7 240 
9 105 140 0 340 10 90 0 300 
10 105 140 0 340 10 90 15.4 360 
11 210 90 21 340 10 90 0 360 
12 150 100 0 340 10 90 12.2 420 
13 150 100 17 340 10 90 9.5 420 
14 100 160 0 340 10 90 2.8 480 
15 100 110 10 340 3 90 5.6 540 
16 150 125 5 340 17 90 0.8 600 

  
動

PortBlair 0.8

動  
 

Ammon et al. (2005) GPS
動 Subaya et al.,2006

30m
 

 
 

Ammon, J.C., C. Ji, H. Thio, D. Robinson, S. Ni, V. Hjorleifsdottir, H. Kanamori, T. 
Lay, S. Das, D. Helmberger, G. Ichinose, J. Polet, and D. Wald, Rupture 
process of the 2004 Sumatra-Andaman earthquake, Science, 308, 1133-1139, 
2005. 

Hirata, K., K. Satake, Y. Tanioka, T. Kuragano, Y. Hasegawa, Y. Hayashi, and N. 
Hamada, The 2004 Indian Ocean tsunami: Tsunami source model from 
satellite altimetry, Earth Planets Space, 58, 195-201, 2006. 

Subarya, C., M. Chlieh, L. Prawirodirdjo, J-P. Avouac, Y. Bock, K. Sieh, A. J. 
Meltzner, D. Natawidjaja, and R. McCaffrey, Plate-boundary deformation 
associated with the great Sumatra-Andaman earthquake, Nature, 440, 
doi:10.1038/nature04522, 2006. 

Tanioka, Y., Yudhicara, T. Kususose, S. Kathiroli, Y. Nishimura, S. Iwasaki, and K. 
Satake, Rupture process of the 2004 great Sumatra-Andaman earthquake 
estimated from tsunami waveforms, Earth Planets Space, 58, 203-209, 2006. 
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R = (S1 - S2 ) / (S1 - S3 )  (1)． 
．3 P a  

aP = (S1+S2+S3) / 3 (2)． 
．Coulomb Stress Function (CSF) ． 
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CSF(b)=(S1-S3)(sin2b u cos2b)/2 -u (S1+S3)/2     (3) 
b S1 u

u= - tan(bm) bm CSF ． 活動 CSF(bm)
． 

．(1)-(3) a u S1 S2 S3 ． 
． ．a u

． 
 
 

A method for monitoring the tectonic stress in the Earth 
 

Kei Katsumata 
 

It is important to monitor the regional tectonic stress that causes earthquakes. 
Katsumata (2005) proposed a method for estimating the regional tectonic stress 
by using a stress tensor inversion method and microearthquake seismicity. In this 
study I investigated two unknown parameters by using a grid search method. 
Analyzing procedure is as follows. 

1. The stress tensor inversion method provides stress parameters including the 
direction of principal stresses and R. R is defined by, 

R = (S1 - S2 ) / (S1 - S3)  (1), 
where S1, S2 and S3 are principal stresses. 
2. I assumed that, 
aP = (S1+S2+S3)/3 (2), 
where P is a lithostatic pressure and a is a constant. 
3. Coulomb Stress Function (CSF) is defined by, 
CSF(b)=(S1-S3)(sin2b - u cos2b)/2 - u (S1+S3)/2   (3), 
where b is an angle between the S1 and the failure plane and u is a coefficient of 

friction. The equation (3) as a function of b takes the maximum when u = - 
tan(bm). I assumed that CSF(bm) is proportional to the microearthquake 
seismicity rate. 

4. S1, S2, and S3 are obtained if the two parameters, a and u, are given. The a 
and u are searched by a grid search method. 

5. In the grid search method I selected the parameters that are consistent at 
most with the equation of equilibrium. 
 
 

Gravity Anomaly in and around the focal region of Dec. 14, 2004 
Rumoi-nanbu Earthquake (M6.1) 

 
Ryo Honda 

 
An earthquake, magnitude of which MJMA 6.1, occurred in December 14, 2004, 

at southern area of Rumoi sub-prefecture, northern Hokkaido. The earthquake 
intensity of nearly 6 was assumed in Obira town. In Hokkaido, this is the first 
inland earthquake larger  
than M6 since Teshikaga earthquake (M6.4, 1967). Institute of Seismology and  
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Volcanology, Hokkaido University operated a temporal seismic observation, and 
reported detailed aftershock distribution (Ichiyanagi, et al., 2005). It shows that 
the aftershocks occur on an eastward dipping plane of 10 km square, depth of  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 1.  Current Bouguer Anomaly map. Overlaid dots indicate aftershocks. 
 
which 5km. The mainshock assumed tohave occurred near the southern end of 
this plane. The northern part of the Hokkaido is a seismic gap region, where no 
large earthquake occurs for at least 200 years. This earthquake occurred in a 
southern end of this seismic gap. 
 In spite of the sparseness of gravity measurement points existing over the focal 
region, the comparison between aftershocks and Bouguer Anomaly distribution 
was attempted. The compiled datasets were as follows. Gravity data of 
Geographical Survey Institute 
( http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/gravity/grv_search/gravity.pl ), Gravity CD-ROM of 
Japan edited by Geological Survey of Japan (Geological Survey of Japan, 2000), 
Gravity Data of Hokkaido University. It was found that the aftershocks occur just 
above the gravitational rise of about 20 mGals (Figure 1). The focal region is 
covered with tertiary sediments. There seems to be a gravitational lineament 
related to fold lines, though it is not clear because of sparse gravity data. 
 So the gravity survey was operated in Nov. 2005, to make a detailed Bouguer 
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anomaly map and to explicate the subsurface structure of the focal region. The 
measurement was done with CG-3 type gravimeter (Scintrex Ltd. No. S227). 
Measurement positions were carefully decided by operating differential GPS 
observation. The accuracy of altitude decision is within 1 meter in all of the 
measurement point. Besides, data provided by Japan Petroleum Exploration Co. 
Ltd. was very helpful. We report about Bouguer anomaly map by current dataset, 
and attempt to infer the focal region subsurface structure.  
 The gravity measurement operated in 2005 was disturbed by instrumental 
trouble and also by snow. So we could not accomplish our measurement plan. We 
are going to make additional measurement. 
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(1) (2)
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図１．推定された 2000

年新山の隆起曲線(上

図 ) と推定地点 （右

図）．右図においてコ

ンターはレーザー測量

により求められた３月

31 日から４月 26 日ま

での隆起量(土木研究

所，2000) 
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Kinematic Features of Isolated Volcanic Clouds Revealed by Video-records 
 

Akihiko TERADA* and Yoshiaki Ida** 
* Institute of Seismology and Volcanology, Graduate School of Science, Hokkaido 

University, North 10 West 8, Kita-ku, Sapporo 060-0810, Japan. 

** Graduate School of Life Science, University of Hyogo 
(Geophs. Res. Lett., submitted) 
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Ascent processes of small volcanic clouds are analyzed using video-records 
obtained for some eruptive events at Asama and Miyakejima volcanoes, Japan. In 
this analysis, each segment of the volcanic cloud 
is treated as an isolated thermal, i.e. a spherical 
body ascending independently through the 
ambient air by its buoyancy. Our kinematic 
analysis reveals that the ascending thermals well 
meet the entrainment hypothesis and the 
relation that was obtained from a dimensional 
analysis by Scorer until they arrive near their 
maximum heights. Empirical dimensionless 
constants characterizing the entrainment 
hypothesis and the Scorer's relation are about 
0.36 and 0.6, respectively, consistent with some 
results of laboratory experiments. Therefore 
kinematic features of small volcanic clouds 
including their sizes, ascent velocities and mean 
densities can be described quantitatively by the 
simple model based on these empirical relations 
without thermodynamic consideration. 

 
Figure. Analysis of the volcanic cloud of Asama volcano 
at 8:38 am on 18 September 2004. Integrating (6) by use 
of the ambient air density given by the upper air 
observation at 9:00 am at the TTN station (close circles). 
(a) The calculated density of the volcanic cloud compared 
with the ambient air density from the upper air 
observation at 9:00 am at the TNN (close circles), WJM 
(open squares) and HMT (triangles) stations. (b) The 
change of F calculated as a function of the center height 
for selected initial  
values: F0 = 106, 107, 108 and 109 kgm/s2. (c) Calculated 
maximum cap and center heights as a function of F0. The 
observed height of cloud’s cap (The horizontal line) gives 
F0 = 1.4×108. (d) The Scorer’s constant C calculated from 
equation (8) in our paper at each height. 
Warm wind holes at the top of the Yasukajigamori lava dome, Mikurashima volcano, 
Steaming only during the winter 

 
 
 
Warm wind hole swarms were found at the top of the Yasukajigamori lava dome 

 of the Mikurasima volcano, Japan. 
Akihiko Terada*, Masayuki Hino** and Keiji Takeiri** 

* Institute of Seismology and Volcanology, Graduate School of Science, Hokkaido 

University, North 10 West 8, Kita-ku, Sapporo 060-0810, Japan. 

** Mikurahima, 100-1301 Tokyo 100-1301, Japan. 
(J. Geol. Soc. Japan, in press) 
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 A white steam column with height of less than 1-2 m was seen rising from 
the major hole Y-a only during the depth of winter. The results of temperature and 
relative humidity measurements in and around the Y-a hole indicate that 
temperature and density of vapor in the Y-a hole strongly depend on the 
temperature of the outer air. This suggests air circulation involving outer air 
percolating through porous lava dome. Thermal energy discharged from the Y-a 
hole is estimated to be about 
20 GJ in each year, similar to 
the value reported from at 
the Nakayama wind holes in 
Shimogo, Fukushima. As a 
result of measurements of 
temperature, pH and electric 
conductivity of water around 
the lava domes, we have 
found no evidence to suggest 
volcanic thermal activities. 
Some of wind holes at other 
active volcanoes could be 
mistaken as volcanic 
fumaroles. 

 
 

Figure. Variations of (a) 
temperature, (b) relative 
humidity and (c) density of vapor 
between 12 pm. April 22 and 00 
am. April 24. Data in the vent 
and outer air are recorded at the 
intervals of 1 minute and 1 hour, 
respectively． 
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図 1．弁当箱の配置図．数字は地表面温度

（℃）を表す． 

 

図 2．U 測線について求めた単位面積あたりの補正

後の放熱率． 
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図 1．長滝山東域に設定した「基準点」の地

熱異常と見られる領域の位置関係． 
図 2．長滝山東域に設定した基準点からの水平距

離に対する地温分布．小丸は 30cm 深，大丸は

70cm 深である． 
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Gravity anomaly and subsurface intrusive structure of the tilted Tottabetsu 
plutonic complex, Hidaka Mountains 

 
Hiroyuki Kamiyama, Akihiko Yamamoto(1), Takeshi Hasegawa(2), Takanori 

Kajiwara and Toru Mogi 
(1) Faculty of Science, Ehime University 
(2) Department of Earth and Planetary Science, Hokkaido University 
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An exposed cross section of the tilted Tottabetsu plutonic complex allows 
direct observation of its 2-D cross-sectional shape and pretilting vertical 
variation in lithology and small-scale internal structures. Furthermore, 
the cross-sectional exposure allows direct evaluation of pretilting vertical 
density variations in both the pluton and the country rocks, which serve as 
a strong constraint in gravity modeling that complements information on 
the ‘missing’ original horizontal dimension of this tilted pluton.  
The pluton is rectangular in cross-sectional shape, measuring ~10-km 
thick by ~8-km wide. It is stratified with the uppermost thin granitic unit 
(~1-km thick) and the underlying thick gabbro-diorite units (~9-km thick) 
that preserve a stratigraphic record of numerous hotter replenishments in 
the form of alternation of originally horizontal mafic sheets and cumulate 
layers. The paleohorizontals (i.e. floor of the magma chamber at any one 
time) inferred from the sheets, pipes and cumulate layering and foliation 
dip steeply eastward, being roughly perpendicular to the original side 
walls and subparalell to the original roof of the pluton. Thus, in terms of 
the 2-D cross-sectional exposure, the pluton apparently had a 
vertically-elongated cylindrical form with vertical side walls and a flat roof 
before tilting.  

Both the pluton and the country rocks show systematic density increase 
with paleodepth, but density contrast of the pluton with the country rocks 
varies between each unit. The gabbro-diorite units show positive density 
contrasts (Δρ=0-0.2 g/cm3) with the tonalitic and metasedimentary 
country rocks, while the granitic unit shows negative density contrasts 
with the country rocks (Δρ=~0.1 g/cm3). The new Bouguer anomaly map 
shows distinct correlations between the bedrock geology and local gravity 
field. As expected from the positive density contrasts of the gabbros and 
diorites relative to country rocks, a local gravity high is seen associated 
with the exposure of the gabbro-diorite units. At the same time, a weak 
gravity low is seen associated with the exposure of granite, concordant 
with the negative density contrasts of the granites relative to the country 
rocks. The gravity model shows that the subsurface contact between the 
pluton and the country rock gently dips westward, being roughly 
perpendicular to the steeply east-dipping paleohorizontals inferred from 
the surface geology. This strongly supports that the hidden pretilting side 
wall of the pluton was also nearly vertical. 
At first sight, the cylindrical shape with vertical side walls and a flat roof 
could be interpreted as being the result of emplacement at dilational sites 
along major faults and shear zones. However, such an emplacement 
mechanism invoking space creation by horizontal displacement of country 
rocks contradicts gradual vertical stacking of the originally horizontal 
mafic sheets that represent recurrent hotter injections. We suggest that 
space for the successive magma batches injected into the Tottabetsu 
magma chamber was created by vertical displacement of fault-bounded 
blocks of roof or floor country rocks with little horizontal displacement. 
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 Volcanic deformation of Mt. Usu revealed by the comparison of precise DEM 
 

Jun Okada 
Institute of Seismology and Volcanology, 

Graduate School of Science, Hokkaido University 
 

Mt. Usu is an active dacite volcano in Japan. Among nine historical eruptions 
recent 4 occurred in the 20th century. Shallow inflation and deep deflation process 
proposed by regional edifice-scale deformation study characterizes dacite 
magmatic intrusion to shallow depth of Mt. Usu (J. Okada, 2006). On the other 
hands, we have yet to understand local deformation patterns at the summit area, 
where magma intrusions occurred repeatedly since 1663 and there are many 
characteristic topographies and geological structures, such as lava domes, 
crypto-domes, large deformation faults, a somma caldera and craterlets. Not only 
for understanding shallow intrusion process of Mt. Usu, but also basic 
understanding for dacite volcanism, it is very important to examine how each 
portion of the summit was deformed at each eruption and also evaluate the 
changes during inter-eruption dormancy. However, until recently, this has not 
been done because the lack of geodetic data sets in both time and space excepting 
for Usu-Shinzan crypto-dome formation in 1977-1982 (ex. Yokoyama et al., 1981). 
In this study, to investigate detailed deformation patterns of the summit, 3-D 
deformation analyses utilizing precise DEMs are done. The precise DEMs are 
newly generated from large scale topographic maps (~1/2,500) by STRIPE method 
(Noumi et al., 2002). A several m of significant displacements both for vertical and 
horizontal are detectable at the summit by comparing 1993 and 2000 DEMs. 
These are mostly due to the shallow intrusion associated with the 2000 eruption. 
Great subsidence (60 m ~) of Ko-usu lava dome is most remarkable in the period 
1976-1977 (Fig. 1). This caldera-like subsidence is closely related to the graben 
structure accompanied by Usu-Shinzan crypto-dome growth. From the case study 
of Mt. Usu, it is confirmed that the precise DEM analysis could be very useful tool 
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for the investigation of dome building process with a few m scale large 
topographic changes in the difficult-accessible summit area. 
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